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野球を球場で観戦する場合とテレビで観戦する場合では大きく異なった要素を持っている。

本研究では、球場とテレビという「場」の違いが観戦時の心的状態に与える影響について

検討を行った。心的状態の指標として心拍を用い、大域的な「場」の要因として観戦方法

（球場とテレビ）と攻撃チーム（応援と拍手）、試合場面の構成要素として「アウトカウン

ト」や「打撃」など 8 変数との関連性を検討した。また、試合の「おもしろさ」について

の評定値との関連性についても検討した。 

まず、大域的な「場｣の効果については、「どちらの攻撃か｣に関わらず、球場観戦の方がテ

レビ観戦より有意に心拍数が高くなることが見出された。また試合場面の構成要素と心拍

の関連性については、球状観戦では「点差｣と｢チーム｣において、テレビ観戦では主に「点

差」において関連性が見出された。最後に、「場の雰囲気」による生理的喚起が、試合内容

の「おもしろさ」の評価に影響している可能性について示唆した。 
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We study the relationship between game situations and psychological state in comparison between 

watching at a stadium and watching on TV in professional baseball by the measurement of automatic 

nervous activity. 


